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淀川管内河川レンジャー代表者会議開催の報告 

1. 第 26回代表者会議 

令和 3 年 12 月 12 日（日）に開催された第 26 回淀川管内河川レンジャー代表者会議

（以下「代表者会議」という）において、審議、決定された事項等について報告を行い

ます。 

 
1.1. 講座の開催と新規河川レンジャープレゼンテーション審査について 

1.1.1. 淀川発見講座とレンジャー養成講座の開催 
 令和 3年度においては、新型コロナウイルス感染症対策による影響から、講座を延期

し、以下の日程で淀川発見講座およびレンジャー養成講座を開催しました。 

表 1.1 令和 3年度 講座開催日程 

講座等 日 程 会場 

受講生募集（淀川発見講座） ～ 5月 20日（木）   

淀川発見講座 
大阪会場 6月 5日(土) オンライン開催 

京都会場 6月 6日(日) オンライン開催 

受講生募集（レンジャー養成講座） ～ 8月 31日(火)   

レンジャー 1日目 10月 24日(土) オンライン開催 

養成講座 
2日目 10月 30日(土) さくらであい館 

3日目 11月 6日(土) 中央流域センター 

※予備日なし 

【講座開催状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

淀川発見講座「河川レンジャーの概要」 

養成講座 3日目「川活動のノウハウ」 

 養成講座 1 日目「河川の水質調査」 

養成講座 2日目「水辺の安全」 

下半期河川レンジャー運営会議（R4.2） 

資料－1 
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1.1.2. プレゼンテーション審査の実施 
 代表者会議において、講座を修了し、河川レンジャーを希望する審査申請者 8名によ

るプレゼンテーション（「河川レンジャーとして行いたい活動」の発表 5分／質疑 5分）

と審査（非公開）が行われ、8 名の方々が新規河川レンジャーとして推薦されました。 

 
表 1.2 令和 3年度 河川レンジャー展開計画及び河川レンジャー推薦者（敬称略） 

活動区域 令和 3 年度 
展開計画の人数 申請者数 新規レンジャー推薦者

(敬称略) 

淀川－１（福島出張所管内） 1 名 1 名 牧野 E

ま き の

A AE高輝 E

たかてる

 

淀川－２（毛馬出張所管内） 1 名 1 名 
AE松田 E

ま つ だ

A AE正浩 E

まさひろ

 

淀川－３（高槻出張所管内） 4 名 2 名 
AE竹本 E

たけもと

A AE克巳 E

か つ み

 

A E林 E

はやし

A AE浩 E

こ う

AAE平 E

へ い

 

宇治川（伏見出張所管内） 1 名 1 名 
AE中野 E

な か の

A A E清 E

きよし

 

桂川（桂川出張所管内） 3 名 1 名 
AE寺田 E

て ら だ

A AE愼一 E

しんいち

 

木津川（木津川出張所管内） 2 名 2 名 
AE川口 E

かわぐち

A AE恭子 E

きょうこ

 

AE長浜 E

ながはま

A AE卓摩 E

た く ま

 

合 計 12 名 8 名 8 名 
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1.2. 試行河川レンジャー再任について 

試行河川レンジャー再任審査は、試行期間の活動状況、河川レンジャーへの推薦時に

代表者会議より通知された試行期間の留意事項に対する実践状況及び再任された場合

の次年度年間活動計画（案）の内容を確認し、再任の可否を決定することが目的です。

審査において再任が決定した場合は、所属する運営会議において、河川レンジャーに再

任されます。なお、審査において再任されなかった場合は、本人の希望に応じて「河川

レンジャーサポーター」※に登録し、1 年間のサポーター活動において一定の条件を満

たした場合のみ、1 回限りで「河川レンジャー再チャレンジ審査」を受けることができ

ます。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1.1 試行河川レンジャーの再任審査の流れ 

 
 
※制度の見直しを行いました。詳しくは次項（8 ページ）に記載します。  
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令和元年度に河川レンジャーに任命された 6 名を対象に再任審査を実施しました。 
審査の結果、5 名の試行河川レンジャーが再任されました。 
試行河川レンジャーの試行期間は、再任審査の延期に伴い、本来よりも 1 年長い 2 年

間(令和 2 年 4 月 14 日~令和 4 年 3 月 25 日)となりました。 
それに伴い、河川レンジャーの第 1 期は、本来の 2 年間から 1 年間に短縮します。 
通算任期（約 5 年）は変更しませんので、任期満了は令和 6 年度（令和 7 年 3 月末）

です。 
表 1.3 試行河川レンジャー再任者一覧 

所属運営会議 所属出張所 氏名 

福島・毛馬出張所管内 福島出張所 AE桑村 E

くわむら

A AE和男 E

か ず お

 

枚方出張所管内 枚方出張所 AE道場 E

み ち ば

A AE明子 E

あ き こ

 

高槻出張所管内 高槻出張所 AE杉本 E

すぎもと

A AE真一 E

しんいち

 

伏見・桂川出張所管内 伏見出張所 AE居 E

い

AAE原田 E

は ら だ

A AE晃司 E

こ う じ

 

木津川出張所管内 木津川出張所 AE中尾 E

な か お

A A E博 E

ひろし

 

（敬称略） 
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2. 第 27回代表者会議 

令和 4年 2月 10日（木）にオンラインで開催された第 27回代表者会議において、審

議、決定された事項等について報告を行います。 

 
2.1. 試行河川レンジャー再任審査の延期について 

代表者会議において予定されていた試行河川レンジャー再任審査について、プレゼン

テーション（発表・質疑応答）を伴う審査は、オンライン会議には適さないと考え、十

分に活動できていない試行河川レンジャーの活動状況もふまえ、次年度上半期の代表者

会議（令和 4年 8月）に延期することが決定しました。 
本来の試行期間の任期は、令和 4 年 3 月 31 日であり、審査の延期により任期に空白

期間が生じます。そのため、代表者会議の開催日に応じて試行期間を延長して審査延期

に対応します。運営会議からは、試行河川レンジャーに、追加する期間の任命書を発行

します。 
なお、通算任期（約５年）は変更しませんので、任期満了は令和 7 年度（令和 8 年 3

月末）です。 
 

任命 
試行 
期間 

（令和3年度） 

1期1年目 
（令和4年度） 

1期2年目 
（令和5年度） 

2期1年目 
（令和6年度） 

2期2年目 
（令和7年度） 

トータルの活動期間 

任
命 

     
５年 

 
 

図 2.1 河川レンジャーの任期 

 

表 2.1 審査が延期となる試行期間の河川レンジャー 

所属運営会議 所属出張所 氏名 

福島・毛馬出張所管内 
福島出張所 AE山本 E

やまもと

A AE雅彦 E

まさひこ

 

毛馬出張所 AE岸田 E

き し だ

A AE俊徳 E

としのり

 

枚方出張所管内 枚方出張所 
AE嘉内 E

か な い

A A E寿 E

ひさし

 

AE福川 E

ふくかわ

AAE妃 E

ひ

AAE路子 E

ろ こ

 

伏見・桂川出張所管内 伏見出張所 
A E奥平 E

おくだいら

A AE吉 E

よし

AAE照 E

てる

 

AE中村 E

なかむら

A AE恵子 E

け い こ

 

              第 1期 試行期間 第 2期 

再任審査 

上期代表者会議（8月） 

 

試行 

令和 4年 4月～8月も引

き続き試行期間とする 

 



6 
 

 
 
2.2. 河川レンジャーの辞任について 

 淀川管内河川レンジャー（試行）運営要領第 24 条 4 項に則り、谷口レンジャーの辞

任が確認されました。 
 

区分 所属 
運営会議 

所属出

張所 
氏名 任命日 辞任日 

河川レンジャー

(試行期間) 
福島・毛馬出

張所管内 
毛馬出

張所 AE谷口 E

たにぐち

A AE正子 E

ま さ こ

 令和 3 年 2 月 22 日 令和 4年 1月 20日 

（敬称略） 
 

2.3. 特例再任者の決定 

河川レンジャーの特例再任については、河川レンジャーの任期（5年）を満了し、再

任の意志がある者を対象として審査が実施されます。河川レンジャー運営会議（以下「運

営会議」という）及び淀川河川事務所長が、運営要領に定めた要件を満たす方を特例再

任者として代表者会議に推薦し、代表者会議において決定します。 

運営要領第 26 条の規定に基づく代表者会議による審査の結果、下記のとおり 2 名の

河川レンジャーについて 1 期 2 年の再任が決定しました。 

 

表 2.2 河川レンジャー特例再任者一覧 

所属運営会議 所属出張所 氏名 

伏見・桂川出張所管内 桂川出張所 AE南良 E

な ら

A AE靖 E

や す

AAE雄 E

お

 

木津川出張所管内 木津川出張所 AE中西 E

なかにし

A AE佳代 E

か よ

 

（敬称略） 
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2.4. 令和 2年度の点検結果とりまとめの決定 

「淀川管内河川レンジャー点検結果とりまとめ」は、河川レンジャーが活動のステッ

プアップを着実に進めることに寄与するとともに、河川レンジャー制度の進捗点検の充

実を図ることを目的としています。 
そのため、取り組みの主体である河川レンジャーが活動の結果を自ら確認し、成果

と課題の分析を行い、活動の改善に反映していくとともに、その結果を利用し、淀川

水系流域委員会の意見を聴きながら河川レンジャー制度の進捗を点検できるよう、河

川レンジャーの目的達成度や効果等に関する点検が、専門家会議及び代表者会議にお

いて毎年実施されています。 
今回は、過去 5 年間分のデータ（点検を始めた平成 28 年から令和 2 年度まで）か

ら、 

図 2.2 に示す項目（指標）について点検を行いました。 
点検の結果、指標ごとに表 2.3 に示す課題を抽出しました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.2 点検結果のとりまとめイメージ 

 

表 2.3 指標ごとの課題 

指標 課題 

①活動回数と参加者数 ・河川レンジャーの人員（なり手やスタッフ）の確保 
・試行レンジャーをサポートする仕組みの確立 
・ボランティア参加希望者への対応 

②⑦貢献分野 ・更なる活動の質の向上 
・貢献度の低い『歴史・文化』分野の取り組みの強化 

③⑤活動の充実度・定着度・
地域・河川事業への貢献度 

・河川事業に貢献する取り組みの強化 
・河川管理者と河川レンジャーやアドバイザーの効果的な連携 

④活動範囲 ・活動範囲の偏り（活動が行われていない地域）の解消と、流域
全体での活動展開の促進 

⑥目標等に対する達成状況 ・目標設定と達成の基準について、河川レンジャー全体で共有が
必要 

令和2年度 河川レンジャー点検結果とりまとめ（案）

〇定量的点検項目
・・・過去５年間の取り組み状況を全体および活動エリア

毎に整理し、経年変化をグラフ等で見える化。
・・・制度全体および活動エリア毎の状況を確認し、課

題を抽出。

〇定性的点検項目
・・・当該年度（令和２年度）の具体的な取り組み内容や

貢献内容等を抽出・整理。

指標毎の課題と対応状況を整理

専門家会議・代表者会議の審議を経て策定

区 分 指 標

定量的
点検項目

①活動回数と参加者数等

②貢献分野

③活動の充実度・定着度、地域・河川事業
への貢献度

④活動範囲

定性的
点検項目

⑤活動の充実度・定着度、地域・河川事業
への貢献度を上げる取り組み内容

⑥目標等に対する達成状況

⑦複数の分野への波及貢献状況

⑧河川レンジャー毎の活動の特色
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2.5. 河川レンジャーサポーター制度の見直し 

点検結果から抽出された課題を踏まえ、河川レンジャーの現状の課題に対する改善策

を検討しました。 

河川レンジャーの人員（なり手やスタッフ）の確保、試行レンジャーをサポートする

仕組みの確立、ボランティア参加希望者への対応として、既存の「河川レンジャーサポ

ーター制度」の見直しについて審議し、制度を改良することが決まりました。 

「淀川かわづくりパートナー（仮称）」という名称で、令和 4 年度から運用すること

が決定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.3 淀川かわづくりパートナー（仮称）の概要 

 

 

  

淀川発見講座受講生

プレゼンテーション審査
（代表者会議）

希望者は
全員登録

試行河川レンジャー
（試行期間（１年間））

試行河川レンジャー再任審査
（代表者会議）

河川レンジャーに任命

河川レンジャー
（第１期）

レンジャー養成講座を修了後、パートナーとして
活動することも可

プレゼン審査で任命されなかった場
合もパートナーに戻るだけ
（翌年度に限って養成講座
再受講不要で審査にチャレンジ可）

１年間の試行活動を経て再任されな
かった場合もパートナーに戻るだけ
（養成講座を再受講し、河川レンジャ
ーへの再チャレンジも可能）

翌年度以降の受講も可能

レンジャー養成講座

河
川
レ
ン
ジ
ャ
ー
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
活
動
に
ス
タ
ッ
フ
参
加

淀川かわづくりパ
ートナー（仮称）

「お知らせメール」購読者

お知らせメール…R2年度以降の淀川発見講座受講生のうち、
希望者を対象に活動参加者募集のために月１
回程度発行しているメールマガジン
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2.6. 河川レンジャー活動等の課題への対応について 

点検結果から抽出された河川レンジャー活動等の課題（更なる活動の質の向上、貢献

度の低い分野や河川事業に貢献する取り組みの強化、活動範囲の偏りの解消と流域全体

での活動展開の促進、河川レンジャーのなり手の変更に応じた育成方法の確立、河川管

理者と河川レンジャーやアドバイザーの効果的な連携、河川レンジャーの認知度の向上）

を踏まえ、「河川事業との連携の強化」、「河川レンジャー活動の充実」、「河川レンジャ

ーの認知度や社会的評価を高める取り組み」という方策について意見交換を行いました。 

意見交換の結果、提案された改善策を実践していくことの必要性について委員から発

言がありました。 

代表者会議において提案された具体的な方策を以下に示します。 
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